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Ｐｏｓｓｉｂｌｅ⑦
７月になりました。明日から期末考査が始まります。テスト勉強をきちんと行っています

か。普段からきちんと勉強していれば、直前になって慌てることはないはずです。普段サボ

りがちであまり勉強していない人は、一夜漬けのような全く意味の無い勉強方法をやりがち

です。一夜漬けの勉強方法は無駄なので、絶対にやらないようにして下さい。

【受験の天王山】

「天王山」の意味は「勝負や運命の分かれ目」です。「天下分け目」というような意味の

代名詞として知られる表現ですが、日常生活はもちろん、ビジネスシーンやスポーツなどで、

ここ一番の勝負時、勝負所という場面で使われる言葉です。「天王山」は、1582 年に明智光
秀と羽柴（豊臣）秀吉が行った世紀の合戦「山崎の戦」が語源となっています。この戦で舞

台になったのが「天王山」で、羽柴秀吉が最終的に山を占拠し勝利、その後、天下人として

名をはせることとなりました。ちなみに「天王山」は、京都府南部に実際に存在する、標高

わずか 270メートルの低く平たい山です。
３年次は期末考査が終わると、いよいよ受験の天王山「夏休み」を迎えます。といっても、

夏休みまで待つ必要はありません。期末考査最終日の７日から、夏休みのつもりでしっかり

と勉強を始めて下さい。受験は待ってくれません。１日でも早く始めましょう。

【１・２年次は、１学期の総復習を】

中間考査や期末考査の勉強で頑張って暗記しても、その後何もしなければ、どんどん忘れ

ていき、何も記憶に残らなくなってしまいます。エビングハウスの忘却曲線ってご存じです

か？。知らない人は一度調べてみて下さい。暗記した内容が、日に日に忘れ去られていく様

子がわかります。では、忘れないようにするにはどうしたらよいのでしょうか。これは受験

勉強にも言えることですが、忘れそうになる前に復習することです。それを何度か繰り返し

ている内に(７回くらいかな)、脳が大切な記憶として定着させるのです。定着すればなかな

か忘れません。１・２年次生は、せっかく覚えた内容を忘れないように、夏休み中に１学期

の内容を復習しておきましょう。英数国３科目はもちろんですが、地歴公民・理科も忘れず

に行って下さい。

【７月１７日は、ベネッセ記述模試】

期末考査が終わると、ベネッセ記述模試が実施されます。３年次生にとっては夏休み前の

実力を測る貴重な模試となります。入試への基礎力の定着度を確認し、完成へと向かいまし

ょう。弱点分野を中心に復習し、基礎力を固めて下さい。また、第一志望校合格へ向けて、

得点戦略と対策計画を立てて下さい。２年次生は、来年度の受験を見据え、国数英の到達度

を確認して下さい。高２夏までの学習範囲をしっかり復習しましょう。また、受験を視野に

入れて、目標とする大学や次回の目標を設定して下さい。１年次生は、初めてのベネッセ全

国模試です。全国規模で実施されるテストの成績から、自分の補強ポイントをつかんで下さ

い。教科・分野ごとの補強ポイントを把握したら、必ず復習に取り組んで下さい。各年次ご

とに目標は異なりますが、自分の進路実現のために頑張って下さい。

【３年次】
例年であれば、多くの生徒が最後の部活動の大会に全力で臨み、いよいよ受験に向けて頑

張ろうと思えるこの時期ですが、昨年度から続く新型コロナウイルス感染症拡大で、皆は練
習が思うようにできなかったり、最後の試合も無観客になってしまったりと、達成感を味わ
いづらいまま引退を迎えた人もいたことでしょう。切り替えはできていますか？

If I had eight hours to chop down a tree, I would spend the first six hours sharpening the axe.
もし、木を切り倒すのに8時間与えられたなら、私は６時間を斧を研ぐのに費やすだろう。

－エイブラハム・リンカーン－

受験生にとって「勝負の夏」とは、期末考査が終わった翌日の７月８日（木）から夏休み
が終わる８月２６日（木）までの５０日間を指します。この期間の頑張りが合否を左右する
ことになります。（＊部活動の引退がまだ先の人は焦るかもしれませんが、最後までやりき
ることがその後の人生においても、受験勉強の切り替えにおいても大切です。とはいえ、で
きるだけスキマ時間を作り、誘惑を感じるモノを遠ざけ、集中して勉強しましょう。）この
夏のために昨年度も予行練習したスケジュール表を今年も配布するので、それを使って具体
的な計画を立ててください。物事を達成するためには、綿密な計画と準備が必要です。計画
と準備がいい加減では、大きな仕事は成し遂げられません。錆びた斧では大木は切れません。
どこをどのように切るか考え、よく切れるように刃をひたすら磨く。「段取りと準備が成功
の鍵」です。受験も同様です。期末考査終了時から夏休み最終日までの計画を可能な 限り
具体的に立てるべきです。どのような教材を使って、どのくらいの時間を費やすのか、じ
っくりと考えましょう。計画が決まれば、１週間または１０日単位で調整日を設け、修正
を加えながら、あとはがむしゃらに突き進むだけです。
物事の達成には段取りと準備が重要です。そのため計画は、じっくりと時間をかけて立

てましょう。

【 必勝計画～夏休み編 】

① 何はともあれ「８－２－８」！

１日１０時間勉強するためには、午前８時、午後２時、午後８時に必ず勉強を始めること
が好条件と言われています。特に、午前中に４時間できれば、しめたものです。あとは、
午後４時間、夜２時間でもいいですし、午後３時間、夜３時間やれば１０時間は楽々達成
できます。睡眠・休憩時間も十分に確保でき、決して無茶なスケジュールではありません。
起床時間と就寝時間を決めてこれを絶対に崩さないことも大切です。深夜は脳の回転が

遅く「勉強した気」になっているだけにならないようにしましょう。また大学合格者の多
くは、冬休みの学習時間は１日１２時間だったというデータもあるので、今から習慣づけ
ておかなければなりません。

② まずは何から始めるかを考える

自分がすっと始められる勉強は何でしょうか？朝一番や昼食後すぐの勉強では複雑なこ
とは避け、機械的に始められる、取り組みやすいことから始めましょう。漢字や単語、暗
記物などが適しています。暗記物は短時間にとどめて、毎日繰り返すことが大切です。そ
の際、声に出して覚える、鉛筆で書きながら覚える、寝る直前に覚えるのも効果的です。
考え方の全く違う科目を交互にやって（英語→数学→古文→理科→英語 など）、集中力

が維持できるように計画を立てましょう。

～基礎力とはどのような力？～
３年次の模試のデータによると、すべての教科において基礎力が不足しています。絶対

に落としてはいけない設問を落としている人が多数います。常に発信しているように、受
験で最も大切なことは、基礎力です。今年の春、東大現役合格者１９名の豊島岡女子学園
高校の先生は、「基礎という言葉を間違えて理解しないでください。基礎の定着とは、簡単
な問題が解けるということではありません。基礎の定着は、物事の本質・仕組みを捉えて、
いつでも 引き出せる状態になることです。大学入試は、年によって大きく傾向を変えた
りしています。ですから、大学ごとの対策を立てた学習をすることも大事なのですが、そ
れ以上に、どのように問題が変わっても対応できるコアな部分を持つことです。このコア
な部分が基礎力で、その基礎力を幅広く応用できる能力こそが難関大学の入試で最も必要
な力になるのです。」と以前基礎力について語っていました。
基礎力とは簡単な問題を解く力ではなく、難関大学の入試まで必要な力ということです。

この基礎となる力を、この夏しっかりと身につけましょう！！




